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今年3月に農業大臣に随行して来日。オイスカ本部で覚書に関する意
見交換を行った（前列右から2人目がテレブクル氏）

現在も農業に関わる仕事をしています！

　オイスカで過ごした時間は私の人生を大きく
変え、現在の仕事への道筋だけでなく、個人の
価値観にも大きな影響を与えました。特に中部
日本研修センターでは、畜産や農業機械、野菜
栽培について習得。技術や知識だけでなく、規
律や時間厳守、仕事における細部への心配りと
いったことも身につけることができました。ま
た日本で印象的だったのは、富士山や別府温泉
訪問、白馬でのスキー、京都のお寺巡りです。
これらの経験を通して、日本文化への理解と、
研修仲間との友情を深めることができました。
　研修修了後はパラオに戻り、オイスカ・パラ
オで２年間勤務しました。その間、国内の「子
供の森」計画の立ち上げに携わり、国内各州の
子どもたちと一緒に植林を実施しました。また、
フィリピンで地域の森づくりにも参加し、森林
再生と劣化した土壌の回復にも取り組みました。
その後、農業局の普及指導員として政府機関に

入職。台湾の高雄市にあるアジア野菜研究開発
センターでの研修で農業の知識をさらに深め、
国連食糧農業機関（FAO）との協働プロジェク
トや、太平洋共同体との地域協力など、多くの
プログラムに参画してきました。
　現在、園芸部門の部長として、農家支援や食
料安全保障の強化、地域コミュニティプログラ
ムを推進しています。日本での経験は、地域や
国家レベルでの私の活動において、今も重要な
基盤でありつづけています。

日本での経験を糧に、農業発展に尽力しています！

テレブクル・K・テレイ（55）
愛称 ： テレブクル

■出身国　パラオ
■研修歴　中部日本研修センター／

農業一般コース（1990年～91年）
■現在の職業　パラオ共和国  農業・水産・環境省（MAFE）
■現在の職業 農業局　園芸部門部長

オイスカと協力した
取り組みも

続けていきたいです！

今月の

日本で学んだオイスカ研修生の今を紹介します。OB &OG
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人間の生存に不可欠
な “産業・精神・文
化” のバランスを大
事にした発展を世界
規模で推進していく
ことを目的として、
このように名付けら
れました。

OISCAという名称の意味

O rganization 機構

I ndustrial 産業

S piritual 精神

C ultural 文化

A dvancement 促進

What's OISCA

　オイスカ・インターナショナルは、「すべての人々がさまざまな
違いを乗り越えて共存し、地球上のあらゆる生命の基盤を守り育
てようとする世界」を目指して1961年に創立された国際協力NGO
です。現在、41の国と地域にネットワークを持ち活動しています。
　公益財団法人オイスカは、1969年にオイスカ・インターナショ
ナルの基本理念を具体的な活動によって推進する機関として生ま
れ、主にアジア・太平洋地域で農村開発や環境保全活動を展開。
特に人材育成に力を入れ、オイスカの研修を修了した現地の青年
は、各地で地域開発に取り組んでいます。国内では、農林業体験
やセミナー開催などを通して啓発活動を積極的に進めています。

日 月 星 辰 公益財団法人オイスカ  理事長  中野悦子

国
の
生
命
を
守
る
産
業

　
「
農
業
・
山
林
業
・
水
産
業
を
産
業
開
発
の
基
幹
と
す
べ
き
こ

と
を
提
唱
す
る
私
の
目
的
・
趣
旨
を
重
ね
て
述
べ
た
い
。

　

国
民
の
精
神
と
身
体
が
健
全
に
出
来
て
、
国
の
生
命
と
な
り
、

国
の
力
と
な
る
の
で
あ
る
。
国
民
の
健
全
な
精
神
と
身
体
と
は
自

然
的
な
産
業
に
従
事
し
、
精
励
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
。
国
民
を
督
励
し
て
産
業
に
挺
身
し
得
る
道
を
開
い
て
指
導
さ

れ
よ
。
強
い
精
神
と
身
体
を
作
っ
て
生
活
の
水
準
を
引
き
上
げ
る

こ
と
が
国
策
の
中
心
と
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
て
や
ま
な
い
。

自
力
更
生
に
よ
っ
て
国
の
生
命
を
守
る
根
本
道
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
故
に
農
業
を
軽
視
し
、
工
業
立
国
を
急
ぐ
こ
と
は
進
歩

の
順
路
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
私
の
最
も
憂

慮
す
る
点
は
、
工
業
立
国
の
方
針
は
産
業
の
不
均
衡
、
不
順
律
を

引
き
起
こ
し
て
国
家
の
順
調
な
る
発
展
を
阻
害
す
る
と
共
に
、
生

起
し
て
い
る
国
家
の
不
安
定
に
つ
け
込
ん
で
野
心
を
抱
け
る
国
家

が
、
国
民
に
反
抗
の
精
神
を
注
入
し
、
思
想
侵
略
を
行
い
、
知
ら

ぬ
間
に
国
が
根
こ
そ
ぎ
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
最
大
の
危
機
を
招
く
こ
と

で
あ
る
。
農
業
・
山
林
業
・
水
産
業
の
三
業
に
よ
っ
て
国
民
が
生

活
の
安
定
を
得
れ
ば
、
他
国
の
介
入
す
る
余
地
は
無
く
な
る
の
で

あ
る
。
私
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
し
、
極
力
必
要
な
援
助
を
行
う

と
共
に
、
天
地
の
恩
恵
、
恩
沢
の
中
に
働
く
喜
び
、
即
ち
、
新
し

い
産
業
精
神
の
教
化
普
及
に
努
力
し
、
諸
国
が
一
日
も
早
く
、
自

給
自
足
の
国
家
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
を
念
願
し
、
そ
の
喜
び
を

共
に
せ
ん
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」（
創
立
者
の
こ
と
ば
）

　

こ
れ
は
半
世
紀
以
上
も
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
す
が
、
私
た
ち

は
三
十
年
ほ
ど
前
に
は
平
成
の
米
騒
動
、
そ
し
て
現
在
は
令
和
の

米
騒
動
と
言
わ
れ
る
米
不
足
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
際
メ
デ
ィ

ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
「
日
本
の
お
米
は
高
い
」
と
い
う
消

費
者
の
声
。
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
国
土
を
護
り
、
人
々
の

生
命
を
守
る
農
業
・
林
業
・
漁
業
が
、
物
言
わ
ず
し
て
果
た
し
て

い
る
役
割
を
今
一
度
根
本
か
ら
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

創立者のことばを紐解く
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オイスカの海外・国内の
最新ニュースをご紹介します。OISCA NEWS
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ウズベキスタンのムクシンクジャ・アブドゥラフ
モノフ大使（前列右から2人目）は日本語で挨拶。
現地総局設立による体制強化や国際理解の促
進への期待を述べた

今後は、報告会の充実と参加者を増やすことに
ついても検討される予定

国
内

国
内

インドネシアのコーディネーターから共有された
ネイチャーゲーム（木こりとリス）

住民リーダーより、竹の活用方法に
ついて話を聞く

海
外

2
月
26
日
、
衆
議
院
第
一
議
員

会
館
で
第
47
回
オ
イ
ス
カ
東
京
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
オ
イ
ス
カ

が
活
動
す
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地

域
10
ヵ
国
か
ら
、
4
名
の
大
使
を

は
じ
め
、
12
名
の
外
交
官
な
ら
び

に
外
務
省
国
際
協
力
局
の
西
崎
寿

美
審
議
官
（
N
G
O
担
当
大
使
兼

務
）
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

中
野
悦
子
総
裁
は
冒
頭
、
世
界

各
地
の
自
然
災
害
に
よ
る
犠
牲
者

へ
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

「
世
界
は
一
つ
」
を
理
念
に
進
め

て
き
た
各
国
の
活
動
に
つ
い
て
、

「
富
士
山
の
森
づ
く
り
」
な
ど
国

内
の
森
林
再
生
事
例
に
も
触
れ
な

が
ら
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
オ

イ
ス
カ
国
際
活
動
促
進
国
会
議
員

連
盟
会
長
の
石
破
茂
衆
議
院
議
員

は
「
オ
イ
ス
カ
は
1
9
6
1
年
創

設
の
歴
史
あ
る
N
G
O
で
、
そ
の

活
動
は
意
義
深
い
。
今
後
も
技
術

力
と
人
材
育
成
に
よ
る
国
際
貢
献

を
支
援
し
た
い
」
と
挨
拶
。
さ
ら

に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ピ
ヴ
ィ
ト
ゥ

ル
・
ジ
ャ
ナ
ク
・
ク
マ
ー
ラ
シ
ン

ハ
大
使
は
、
現
地
の
活
動
に
つ
い

て
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
、
多
様

な
主
体
と
の
連
携
、
有
機
農
業
を

含
む
技
術
推
進
の
3
点
を
評
価
し
、

今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
へ
の
期
待

を
示
し
ま
し
た
。

2
月
12
〜
17
日
、
タ
イ
北
部
の

チ
ェ
ン
ラ
イ
県
で
「
子
供
の
森
」

計
画
（
以
下
、
C
F
P
）
の
国
際

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
を
開
催
。

タ
イ
を
含
む
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
の
8
ヵ
国
か
ら
20
名
が
集
ま

り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
環
境

教
育
の
ス
キ
ル
向
上
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
各
国
の
活
動
報
告

に
加
え
、
森
の
再
生
が
地
域
の
暮

ら
し
を
支
え
て
い
る
現
場
を
視
察
。

養
蜂
や
竹
細
工
、
山
菜
栽
培
な
ど
、

住
民
が
主
体
的
に
森
林
資
源
を
活

用
し
、
収
益
に
つ
な
げ
て
い
る
事

例
か
ら
、
地
域
の
人
々
が
連
携
し

て
、
い
き
い
き
と
環
境
保
全
と
暮

ら
し
を
両
立
さ
せ
て
い
る
仕
組
み

を
学
び
、
自
国
で
応
用
す
る
ヒ
ン

ト
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
五
感
を

使
っ
て
自
然
へ
の
理
解
を
深
め
る

森
歩
き
や
、
自
然
の
楽
し
さ
を
学

ぶ
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
の
手

法
も
実
践
的
に
学
び
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
現
地
の
重
要
課
題
で
あ
る

山
火
事
を
防
ぐ
「
防
火
帯
づ
く

り
」
の
講
習
も
実
施
。
子
ど
も
た

ち
の
関
心
を
引
き
出
し
な
が
ら
、

自
然
を
守
る
大
切
さ
を
伝
え
る
具

体
的
な
方
法
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
た
。
研
修
終
盤
に
は
C
F

P
参
加
校
2
校
で
、
今
回
の
研
修

で
学
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
子
ど
も

た
ち
と
共
に
実
践
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
現
場
で
活
用

で
き
る
手
法
を
多
く
得
ら
れ
た
」、

「
C
F
P
に
惜
し
み
な
く
情
熱
を

注
ぐ
皆
の
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
た
。

自
分
も
さ
ら
に
頑
張
り
た
い
」
と

い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
た
学
び
や
仲

間
か
ら
の
刺
激
を
受
け
、
各
国
で

活
動
が
さ
ら
に
拡
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
　

オ
イ
ス
カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

10
ヵ
国
の
在
日
大
使
館
関
係
者
が
出
席

各
国
の
活
動
へ
の
深
い
理
解
が
示
さ
れ
る

　
　
「
子
供
の
森
」計
画

タ
イ
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
を
開
催

国
を
越
え
た
絆
で
未
来
を
育
む

3
月
9
日
、
愛
知
県
名
古
屋
市

内
で
中
部
日
本
後
援
会
（
勝
野
哲

会
長
／
中
部
電
力
㈱
代
表
取
締
役

会
長
）
が
活
動
報
告
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
同
会
は
、
中
部
経
済
連

合
会
に
加
盟
す
る
愛
知
、
岐
阜
、

三
重
、
静
岡
、
長
野
5
県
の
オ
イ

ス
カ
法
人
会
員
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
の

運
営
を
支
援
す
る
た
め
に
2
0
0

4
年
に
発
会
。
現
在
は
54
社
が
所

属
し
て
い
ま
す
。

　

中
部
日
本
後
援
会
で
は
、
セ
ン

タ
ー
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、

国
内
外
の
活
動
の
今
を
知
り
、
オ

イ
ス
カ
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め

の
活
動
報
告
会
を
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
オ
イ
ス
カ
の

神
野
重
行
評
議
員
、
光
岡
保
之
愛

知
県
支
部
会
長
を
は
じ
め
、
会
員

企
業
16
社
24
名
が
参
加
。
本
部
の

吉
田
俊
通
啓
発
普
及
部
G
S
M
担

当
部
長
が
、「
森
林
な
ど
生
態
系
を

活
用
し
た
防
災
・
減
災
（
E
c
o
‐

D
R
R
）
と
オ
イ
ス
カ
の
実
践
」

と
題
し
て
、
東
海
5
県
の
E
c
o
‐

D
R
R
の
実
例
や
、
海
岸
林
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
と
す
る

国
内
外
の
現
場
を
人
材
育
成
事
業

に
ど
の
よ
う
に
活
か
せ
る
か
、
連

携
の
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
　

中
部
日
本
後
援
会

E
c
o
-D
R
R
の
現
場
を
人
材
育
成
に
活
か
す

オ
イ
ス
カ
な
ら
で
は
の
実
践
事
例
を
共
有
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協力農家（中央2名）の聞き取り。竹炭を用いた
エリアでは小麦の丈が高く育ち、土壌や作物へ
の効果が確認された（写真はチャドプル村）

日本人参加者からは「３年後の変化を見てみたい」など、開
発が進んだその後の街の姿に関心を寄せる声が聞かれた

トークイベント翌日には現場で松くい虫被害の勉強会が行われた

国
内

海
外

海
外

　
　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

開
発
が
進
む
ウ
ル
ゲ
ン
チ
に
支
局
発
会

日
本
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に
も
期
待

2
0
2
3
年
に
開
始
し
た
「
イ

ン
ド
国
ガ
ン
ジ
ス
河
流
域
村
に
お

け
る
水
・
土
・
森
の
自
然
資
源
共

生
型
農
業
技
術
普
及
に
よ
る
持
続

可
能
な
生
計
向
上
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
は
、
対
象
の
3
村
で
竹

炭
を
活
用
し
た
有
機
栽
培
技
術
の

普
及
の
試
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。3

月
17
〜
28
日
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ
と
専
門

家
が
、
活
動
地
で
あ
る
ウ
ッ
タ

ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
バ
ラ
ナ
シ
県

を
訪
れ
ま
し
た
。
渡
航
は
事
前
調

査
を
含
め
て
10
回
目
で
、
各
村
で

は
す
で
に
専
門
家
の
指
導
の
も
と

窯
が
設
置
さ
れ
、
地
元
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
が
竹
炭
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
で
き

た
竹
炭
を
20
組
の
協
力
農
家
の
畑

で
活
用
す
る
テ
ス
ト
も
実
施
。
今

回
の
訪
問
で
は
、
窯
の
管
理
と
竹

炭
づ
く
り
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、

各
農
家
へ
の
竹
炭
の
効
果
等
に
関

す
る
聞
き
取
り
調
査
を
中
心
に
実

施
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
5
月
下
旬
に
は
地

元
農
家
を
中
心
と
し
た
訪
日
研
修

を
予
定
し
て
お
り
、
去
る
3
月
25

日
に
開
催
し
た
事
前
セ
ミ
ナ
ー
で

は
質
問
や
意
見
が
飛
び
交
う
な
ど
、

参
加
者
か
ら
の
強
い
意
欲
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
発
会
し
た
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
総
局
が
、
全
国
に
活
動
を
広

げ
る
べ
く
各
地
で
支
局
の
立
ち
上

げ
を
進
め
て
い
ま
す
。

3
月
3
日
、
日
本
な
ど
か
ら
会

員
ら
10
名
が
現
地
を
訪
問
し
た
の

に
合
わ
せ
、
ウ
ル
ゲ
ン
チ
支
局
の

発
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ウ
ル

ゲ
ン
チ
市
は
オ
イ
ス
カ
が
覚
書
を

結
ぶ
ホ
ラ
ズ
ム
州
の
州
都
で
あ
り
、

政
府
は
、
同
市
を
西
部
地
域
の
中

心
都
市
と
し
て
物
流
、
産
業
の
拠

点
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

発
会
式
に
は
同
市
の
経
済
・
投

資
担
当
副
市
長
も
参
加
し
、
ウ
ル

ゲ
ン
チ
支
局
会
長
と
共
に
支
局
事

務
所
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま

し
た
。
事
務
所
は
開
発
が
進
む
エ

リ
ア
に
あ
り
、
周
辺
で
は
大
規
模

な
建
設
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
日
本
の
投
資
で
進
む

ホ
テ
ル
や
商
業
施
設
な
ど
が
入
る

複
合
ビ
ル
「
ジ
ャ
パ
ン
プ
ラ
ザ
」

も
あ
り
ま
す
。
支
局
で
は
「
子
供

の
森
」
計
画
の
推
進
と
合
わ
せ
、

日
本
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
連
携
も
積
極

的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
意
欲
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
13
日
、「
緑
の
国
際
協
力
で

進
め
る
森
づ
く
り
・
人
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
」（
国
土
緑
化
推
進
機

構
、
国
際
緑
化
推
進
セ
ン
タ
ー
共

催
）
を
テ
ー
マ
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
緑
の
募
金
法
制
定

30
周
年
を
記
念
し
た
も
の
で
、
こ

れ
に
よ
り
募
金
の
国
際
協
力
事
業

へ
の
活
用
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
緑
の
募
金
の
支
援
で
進
む

海
外
の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
オ
イ
ス
カ
か
ら
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
事
例
を
紹
介
。
学
校
と
そ

の
周
辺
で
行
う
緑
化
や
水
保
全
の

た
め
の
施
設
整
備
な
ど
、「
子
供
の

森
」
計
画
を
ベ
ー
ス
に
し
て
事
業

を
展
開
し
、
子
ど
も
た
ち
を
主
体

に
そ
の
効
果
を
地
域
に
波
及
さ
せ

て
い
く
手
法
に
関
心
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
も
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
15
年
の
節
目
に
開
催
さ
れ
た
各

種
行
事
に
参
加
。
3
月
9
日
に
国

連
大
学
で
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
地
域
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め

る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
―
つ
な
が

り
を
活
か
し
た
実
践
の
ヒ
ン
ト
―
」

（
主
催

：

環
境
省
、
国
連
大
学
サ

ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研
究

所
）
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当

の
吉
田
俊
通
が
宮
城
県
庁
と
の
連

携
事
例
を
紹
介
。
同
14
日
に
は
、

仙
台
防
災
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0

2
6
（
主
催

：

仙
台
市
）
に
お
い

て
、
森
林
総
合
研
究
所
の
中
村
克

典
研
究
専
門
員
を
講
師
に
迎
え
、

松
く
い
虫
被
害
が
迫
り
く
る
名
取

市
の
海
岸
防
災
林
の
こ
れ
か
ら
を

考
え
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
行

政
に
よ
る
松
く
い
虫
対
策
も
大
事

だ
が
、
市
民
が
愛
着
を
持
つ
森
に

し
て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
」
と

い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
る
な
ど
、

今
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に

対
す
る
示
唆
に
富
ん
だ
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

　
　

イ
ン
ド
・
J
I
C
A
草
の
根
事
業

各
村
で
炭
を
使
っ
た
農
業
テ
ス
ト
実
施

訪
日
研
修
事
前
セ
ミ
ナ
ー
で
意
欲
も
高
ま
る

　
　

各
種
行
事
で
国
内
外
の
取
り
組
み
を
発
信

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
で
ス
タ
ッ
フ
が
登
壇

海
岸
林
の
松
く
い
虫
被
害
勉
強
会
も
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西日本研修センターの出荷準備の様子。後列右端が本人

池田  南海男（いけだ　なみお）

1977年生まれ。ミンダナオ島のディポログで生まれる。故池田廣志氏が南海ホークス（現ソ
フトバンクホークス）のファンだったため、南海男と命名されたと言われている。大学卒業
後、オイスカ開発教育専門学校（現オイスカアグリカレッジ）で日本語を学び、2004年に開
発団員としてミャンマーへ。フィリピンで養豚業を営み、25年にオイスカに復職。３児の父。
子どもの名前はあいこ、ひろし、しずか。すべて父がつけてくれたものだという。

が
、
結
婚
し
て
家
族
が
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
い
た
の
で
、
子
ど
も
が
幼
い

う
ち
は
一
緒
に
過
ご
そ
う
と
思
い
、

生
ま
れ
育
っ
た
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
デ

ィ
ポ
ロ
グ
市
に
戻
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
日
本
で
養
豚
を
学
ん
だ
研

修
生
O
B
と
一
緒
に
、
養
豚
を
始

め
ま
し
た
。
私
も
養
豚
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
体
験
し
て
い
た
の
で
、
事

業
は
順
調
で
し
た
が
、
地
域
全
体

に
A
S
F
（
ア
フ
リ
カ
豚
熱
）
が

蔓
延
し
て
し
ま
い
、
残
念
な
が
ら

私
た
ち
の
養
豚
場
も
続
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
子
ど
も
も
大
き
く
な
っ
た
し
、

こ
れ
を
機
に
ま
た
オ
イ
ス
カ
に
戻

ろ
う
と
決
め
て
今
に
至
り
ま
す
。

―
お
父
さ
ん
、
池
田
廣
志
さ
ん

は
南
海
男
さ
ん
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
人
で
し
た
か
？

　

そ
れ
は
も
う
、
す
ば
ら
し
い
人

で
す
。
日
本
人
で
あ
り
な
が
ら
フ

ィ
リ
ピ
ン
に
行
っ
て
現
地
の
人
の

生
活
の
た
め
に
尽
く
し
て
い
た
こ

と
を
と
て
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

最
初
に
入
っ
た
地
域
は
宗
教
的

な
対
立
か
ら
衝
突
が
続
く
場
所
で

し
た
し
、
長
く
植
林
支
援
を
続
け

て
い
た
パ
マ
ン
サ
ラ
ン
村
や
、
そ

の
奥
地
の
バ
ー
ジ
ニ
ア
村
は
、
共

産
ゲ
リ
ラ
N
P
A
（
新
人
民
軍
）

に
所
属
す
る
住
民
が
多
い
地
域
で

し
た
。
一
般
的
に
は
危
険
と
考
え

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
日
本
人
が

飛
び
込
ん
で
活
動
し
て
い
た
と
い

う
だ
け
で
も
す
ご
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
、
よ
く
パ

マ
ン
サ
ラ
ン
に
連
れ
て
い
か
れ
ま

し
た
が
、
昔
は
道
が
な
く
て
車
で

は
行
け
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
セ

ン
タ
ー
で
は
少
し
の
米
と
干
し
魚

一
尾
と
い
っ
た
わ
ず
か
な
食
事
で

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
住
民
と
同

じ
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
姿
も

―
南
海
男
さ
ん
は
今
、
ど
ん
な

お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

2
0
2
5
年
8
月
か
ら
西
日
本

研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
勤
務
が
始
ま

り
、
毎
日
農
場
に
出
て
い
ま
す
。

研
修
生
の
指
導
を
し
な
が
ら
、
農

場
で
生
産
し
た
野
菜
な
ど
の
出
荷

を
は
じ
め
と
す
る
、
研
修
農
場
運

営
に
関
わ
る
全
て
の
業
務
に
携
わ

っ
て
い
ま
す
。

04
年
か
ら
3
年
間
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
駐
在
し
た
後
も
、
オ
イ
ス
カ
で

の
活
動
を
続
け
た
か
っ
た
の
で
す

T
O
P
I
C

“南の海”を愛した男が
託した未来
～フィリピン・ミンダナオ島の今～
西日本研修センターで研修生の指導にあたる池田南海男はフィリピンで生まれ育った。
父は福岡県出身で、長年フィリピン・ミンダナオ島の北ザンボアンガ州でオイスカ活動に従事した故池田廣志氏。
尊敬する父の背中を追い続ける池田に思いを聞くとともに、現地の近況を写真でレポートする。

な　　み　　お
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パマンサラン研修センターに隣接する小学校。校舎の裏に立派な森が育っているのが分
かる。村の多くの場所がこのように森になっている。オイスカが植林をしたことで村に人
が増え、にぎわってきたため「オイスカ村」と呼ばれていたこともあった。以前は村に電気
が通っていなかったが、今は学校にも電気が来ており、教室に扇風機や照明設備が設置
されたことで、子どもたちが学習に集中できる環境が整ってきている

地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
一
因
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

特
に
尊
敬
し
て
い
る
点
は
植
林

を
地
道
に
続
け
て
き
た
こ
と
で
す
。

植
え
る
こ
と
は
誰
で
も
で
き
ま
す

が
、
大
変
な
の
は
そ
の
後
の
管
理

で
す
。
苗
木
が
大
き
く
な
る
ま
で

は
草
刈
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
し
、

枯
れ
れ
ば
植
え
替
え
も
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
研
修
生
O
B
た

ち
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
そ
れ
を

ず
っ
と
続
け
て
森
を
再
生
さ
せ
て

き
た
の
で
す
。

　

バ
ー
ジ
ニ
ア
村
に
は
ス
ン
キ
ラ

オ
の
滝
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
周

辺
に
も
日
本
か
ら
来
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
た
く
さ
ん
植
林
を
し
て
い

ま
し
た
。
以
前
は
道
路
が
整
備
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
山
道
を

何
時
間
も
か
け
て
歩
い
て
行
き
ま

し
た
。
今
は
デ
ィ
ポ
ロ
グ
市
が
き

れ
い
に
整
備
し
て
い
る
の
で
、
街

福岡県出身。1970年に30歳でオイ
スカに入職。前職で社員教育係と
して人材育成を実践してきた経験
を活かし、西日本研修センターで
研修生指導に当たる。翌71年、開
発団員としてフィリピン・ミンダ
ナオ島へ渡り、農業指導の傍ら、
南ミンダナオ大学の農学部設立に
奔走。「理論は実践があってはじ
めて実を結ぶ」を掲げた指導に大
勢の青年が集まった。宗教的な対
立による紛争の負傷者の対応を続
ける中、在比大使館によるミンダ
ナオ島からの退出勧告を受けるも、
拠点を島の最北部に位置するディ
ポログ市に移して活動を継続。同
市内の大学にも農学部を設立し、
農業研修を実施。その後オイスカ
独自の研修センターを設置し、植
林プロジェクトも開始。日本から
も大勢が研修に訪れ、池田氏の指
導を受けた多くの若者が、各国の
国際協力の現場で活躍した。

池田  廣志（いけだ　ひろし）

マニラ

ミンダナオ島
ディポログ

ディポログ空港

ディィポログ市

ダピダピタンタン市市

フィリピン
サンペドロ

バイリマゴ

ピニアン研修センター

パマンサランエコテックハイスクール

スンキラオの滝
パマンサラン研修センター

◎1941年ー 2014年
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ダピタンのマングローブ植林を担当してきたOBノノンさん。
バイリマゴにも立派な森が育っている

パマンサラン研修センターの裏
から下った小川に作られた水浴
び場。30年以上前から村の人た
ちが水浴びや洗濯をしている

ディポログ市内で最近増
えているバオバオ。バイ
クの横にカートをつけた
昔ながらのトライシクル
もたくさん走っているが、
バオバオの人気が高い

多くの観光客が訪れるスンキラオの滝多くの観光客が訪れるスンキラオの滝多くの
TOPICTOPIC ｜ ｜ MayMay 20262026 OISCAOISCAOISCAISCA 88

び場。30年以上前から村の人た
ちが水浴びや洗濯をしている

ダピタ グ ブ植林を担当し きたOB さん

滝滝滝

ん。

裏
浴

ん

近増
バイ
けた
クル
が、
い

ディポログで
人気の

バオバオ！

に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
も
車
で
来

ら
れ
ま
す
か
ら
、
人
気
の
観
光
地

に
な
っ
て
い
ま
す
。
滝
の
周
辺
に

木
が
な
か
っ
た
ら
乾
季
に
は
水
が

枯
れ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
人
が

見
に
来
た
い
と
思
う
よ
う
な
美
し

い
景
観
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
こ

ろ
に
も
オ
イ
ス
カ
の
植
林
は
貢
献

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

山
で
の
植
林
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ダ
ピ
タ
ン
市
で
の
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
植
林
も
、
父
が
最
初
に
始

め
た
も
の
で
す
。
デ
ィ
ポ
ロ
グ
か

ら
ダ
ピ
タ
ン
に
行
く
途
中
、
サ
ン

ペ
ド
ロ
の
橋
か
ら
大
き
な
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
林
（
6
ペ
ー
ジ
上
の
写

真
）
が
見
え
る
の
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。
あ
れ
も
全
部
オ
イ
ス
カ
で

植
え
た
も
の
で
す
。
エ
ビ
な
ど
の

養
殖
池
の
造
成
の
た
め
に
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
が
伐
ら
れ
て
し
ま
っ
た
場

所
も
あ
れ
ば
、
薪
な
ど
の
た
め
に

伐
ら
れ
て
し
ま
っ
た
場
所
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
少

し
ず
つ
植
林
を
し
て
き
ま
し
た
。

植
え
て
も
波
で
流
さ
れ
、
ま
た
植

え
て
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
見
事

な
森
に
な
っ
た
今
、
多
く
の
人
が

写
真
を
撮
り
に
来
る
な
ど
、
注
目

し
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
、

そ
う
し
た
地
道
な
取
り
組
み
に
は

誰
も
目
も
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
お
父
さ
ん
の
功
績
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね

　

父
は
自
分
の
名
前
を
残
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
森
が
残
れ
ば
い
い
と

思
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

森
は
長
き
に
わ
た
り
人
々
に
恩
恵

を
も
た
ら
す
財
産
で
す
。
父
は
も

う
い
ま
せ
ん
が
、
父
が
育
て
た
森

が
今
も
人
々
の
生
活
を
支
え
て
い

る
の
は
、
と
て
も
誇
ら
し
い
気
持

ち
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
充
分
で
す

が
、
父
の
活
動
を
日
本
か
ら
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
多
く
の
方

々
に
は
、
今
、
森
が
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
特
に
父
の
出
身
地
の
福

岡
県
か
ら
は
、
毎
年
現
地
に
足
を

運
ん
で
一
緒
に
植
林
に
参
加
し
て

く
だ
さ
る
方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
私
も
ず
い
ぶ
ん
か
わ

い
が
っ
て
も
ら
っ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　

父
の
病
気
が
分
か
っ
た
時
に
、

医
師
で
も
あ
る
妹
と
私
と
で
、
も

う
仕
事
を
辞
め
る
よ
う
に
説
得
し

た
の
で
す
が
、
ひ
ど
く
怒
ら
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
最
期
の
と
き
ま

で
オ
イ
ス
カ
の
活
動
を
気
に
か
け

て
い
ま
し
た
。
父
ほ
ど
の
情
熱
を

も
っ
て
人
生
を
か
け
て
頑
張
る
と

い
う
の
は
、
誰
で
も
で
き
る
こ
と

ディポログ＆
ダピタンの今
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ディポログ市に移管したものの現在は使われていないパマンサラン研修センターの
建物。建物の前にあるフィリピンイーグルは今も残っている（本誌12ページ参照）。

パマンサランエコテックハイスクール。トラクターなども配備された実習農場

上／北ザンボアンガの
OTTAA（OB会）メンバー
（後列）の会合にマニラ事
務所および本部からもス
タッフが参加。この日、後
列右から5人目の三澤マ
リアさん（1992年東京）の
会長就任が決まったほか
有機農業セミナーの実施
についても話し合われた
（26年1月29日）

左／実現した有機農業
セミナー（2月17日）

ピニアン研修センターも建物はあるものの、研修は行われていない。
敷地の一部はフィリピンココナツ庁が育苗などに活用している

ディポログ市内の多くの学校で
「子供の森」計画による森が育っている

ディポログ
市内にも日本食
レストランが！

ディポログ市に移管したものの現在は使われていないパマンサラン研修センタ の
パマンサランエコテックハイスク ル トラクタ なども配備された実習農場

アン研修センターも建物はあるものの、研修は行われていない。研修センターも建物はあるものの、研修は ないなていわれわは行は修研修研のの、もるはあ 研研ピニアン研修セ 修は行われていなーも建物はあるものの、研修 なていわれ行修修もの
用しているピン ナツ庁が育苗などに活用 てい用に活な育庁ナ敷地の 部はフ リリピフ リ

で
る

建

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
も
フ

ィ
リ
ピ
ン
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
渡

辺
重
美
先
生
（
バ
ゴ
研
修
セ
ン
タ

ー
所
長
）
や
、
私
が
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
お
世
話
に
な
っ
た
岡
村
郁
男
先

生
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
農
林
業
研
修
セ

ン
タ
ー
開
発
技
術
員
／
当
時
）
も

同
様
に
、
本
当
に
特
別
な
人
た
ち

だ
と
思
い
ま
す
。

　

森
だ
け
で
は
な
く
、
父
の
遺
志

を
受
け
継
い
で
活
動
す
る
O
B
た

ち
も
大
勢
い
ま
す
。
今
も
デ
ィ
ポ

ロ
グ
で
育
っ
た
オ
イ
ス
カ
の
O
B

た
ち
が
ふ
る
さ
と
の
農
業
の
発
展

の
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
し
、

中
に
は
日
本
の
オ
イ
ス
カ
研
修
セ

ン
タ
ー
で
農
業
を
指
導
し
て
い
る

O
B
も
い
ま
す
。
か
つ
て
農
業
研

修
を
行
っ
て
い
た
パ
マ
ン
サ
ラ
ン

研
修
セ
ン
タ
ー
や
ピ
ニ
ア
ン
研
修

セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
は
研
修
生
の

受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
た

だ
、
父
が
パ
マ
ン
サ
ラ
ン
に
作
っ

た
エ
コ
テ
ッ
ク
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
が

公
立
高
校
と
な
り
、
セ
ン
タ
ー
に

代
わ
る
若
い
農
業
人
材
育
成
の
拠

点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
南
海
男
さ
ん
も
池
田
さ
ん
が

育
て
た
人
材
の
一
人
で
す
ね

　

父
の
姿
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
見

て
い
ま
し
た
し
、
日
本
で
勉
強
し
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
活
動
を
す
る
き
っ

か
け
を
く
れ
た
の
も
父
で
し
た
。

父
の
よ
う
に
人
生
の
大
半
を
他
人

の
た
め
に
尽
く
す
よ
う
な
生
き
方

は
自
分
に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
今

与
え
ら
れ
た
場
所
で
、
精
一
杯
頑

張
る
こ
と
で
父
を
支
え
て
き
て
く

れ
て
い
た
人
た
ち
に
恩
返
し
が
で

き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
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岡村  るな

オイスカ浜松国際高等学校 3年

海
外
の
文
化
や
考
え
方
を
学
び
、

将
来
自
ら
の
ス
キ
ル
で
人
の
役
に
立
ち
た
い
！

オイスカ高校で
さまざまな国籍の
友だちが
できました！

ネグロス島のサガイからカービンリーフまで船で移動！
とても楽しい時間でした

フィリピンでは水牛に乗る体験もしました！

では
験も
た！

今月のこの人
　

日
本
生
ま
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
の
岡
村

さ
ん
。
自
身
の
よ
う
に
海
外
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
同
世
代
と
交
流
し
、
海
外
に
つ
な
が

る
機
会
を
通
じ
て
経
験
を
積
み
た
い
と
、

オ
イ
ス
カ
浜
松
国
際
高
等
学
校
（
以
下
、

オ
イ
ス
カ
高
校
）
に
入
学
し
、
日
々
学
業

や
部
活
動
、
委
員
会
活
動
に
励
ん
で
い
ま

す
。
同
校
で
は
、
2
年
生
の
希
望
者
が
オ

イ
ス
カ
の
活
動
地
で
約
1
週
間
、
さ
ま
ざ

ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
す
る
海
外
研
修

を
実
施
し
て
お
り
、
岡
村
さ
ん
も
昨
年
参

加
。
現
地
で
の
出
会
い
と
経
験
は
、
帰
国

後
の
学
校
生
活
や
将
来
の
目
標
へ
の
意
欲

を
さ
ら
に
高
め
て
い
ま
す
。

―
海
外
研
修
は
い
か
が
で
し
た
か

　

私
は
昨
年
11
月
28
日
〜
12
月
5
日
の
日

程
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ネ
グ
ロ
ス
へ
行
き

ま
し
た
。
ほ
か
に
ア
ブ
ラ
コ
ー
ス
が
あ
り
、

ネ
グ
ロ
ス
を
選
択
し
た
の
は
20
人
ほ
ど
で

し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
2
回
帰
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
が
、
ほ
か
の
国

は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
全

て
が
新
鮮
で
印
象
に
残
り
ま

し
た
。
現
地
で
は
、
オ
イ
ス

カ
の
バ
ゴ
研
修
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
て
、
植
林
を
し
た
り
、

バ
ゴ
シ
テ
ィ
大
学
で
英
会
話

の
レ
ッ
ス
ン
に
も
参
加
し
ま

し
た
。
あ
と
は
マ
ラ
ソ
ン
も
（
笑
）。
大

会
に
参
加
し
て
3
㎞
走
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
サ
ガ
イ
高
校
で
は
、
ゲ
ー
ム
を
通
じ
た

交
流
の
ほ
か
、
生
徒
の
自
宅
で
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
も
体
験
し
ま
し
た
。
ト
イ
レ
や
お
風

呂
な
ど
戸
惑
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
滞
在

中
困
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
方
は
み
ん
な
明
る
く
て
、
言

葉
が
伝
わ
ら
な
く
て
も
頑
張
っ
て
私
た
ち

の
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
く
れ
て
、

と
に
か
く
〝
人
〞
が
良
か
っ
た
で
す
。

バ
ゴ
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
私
た
ち
の

訪
問
直
前
に
台
風
の
被
害
を
受
け
た
そ
う

で
す
が
、
建
物
自
体
は
す
で
に
復
旧
し
て

い
る
箇
所
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
周
囲

や
道
路
な
ど
に
ま
だ
影
響
が
残
っ
て
い
る

の
を
感
じ
ま
し
た
。
何
か
力
に
な
り
た
い

と
、
帰
国
後
ネ
グ
ロ
ス
コ
ー
ス
の
メ
ン
バ

ー
を
中
心
に
、
生
徒
会
と
協
力
し
て
生
徒

や
先
生
方
に
募
金
を
呼
び
掛
け
て
、
3
万

円
ほ
ど
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

部
活
動
で
も
募
金
活
動
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
で
す
ね

私
が
所
属
す
る
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
で

は
、
地
元
浜
松
の
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
と
協
力
し
て
、
天

竜
浜
名
湖
鉄
道
線
の
駅
の
環

境
整
備
と
し
て
行
う
「
花
の

リ
レ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

や
東
日
本
大
震
災
関
連
で
は

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ド
ル
」

な
ど
を
一
緒
に
進
め
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
今
年
か
ら
新
し
く
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
（
家
庭
で
余
っ
て
い
る
未
使
用

の
食
品
を
持
ち
寄
り
、
福
祉
団
体
や
施
設

へ
寄
附
す
る
活
動
）
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

―
3
年
生
に
な
り
、
心
境
は
い
か
が
で

す
か

　

こ
れ
ま
で
、
学
校
生
活
や
海
外
研
修
を

通
じ
て
海
外
の
文
化
や
違
い
な
ど
に
つ
い

て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
国

の
人
の
考
え
方
や
生
活
を
知
っ
て
、
今
後

に
活
か
し
て
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

私
は
将
来
、
海
外
と
関
わ
り
の
あ
る
仕
事

に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
例
え
ば
通
訳
な
ど
自
分
の
使
え
る
言

葉
や
ス
キ
ル
を
活
か
し
て
、
人
の
助
け
に

な
り
た
い
で
す
。
進
路
は
も
う
決
め
て
い
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フードドライブの活動。中央の食品を入れる箱は生徒の手作り！

オイスカ浜松
国際高等学校

政本  ゆかり

て
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
に
も
行
き
ま
し

た
。
今
は
英
検
2
級
の
合
格
を
目
指
し
て

勉
強
し
て
い
ま
す
。

4
月
か
ら
最
終
学
年
と
な
り
、
大
学
受

験
に
向
け
て
勉
強
に
一
層
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
高

校
生
活
最
後
の
一
年
で
も
あ
る
の
で
、
友

だ
ち
や
先
生
と
の
時
間
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
思
い
出
に
残
る
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
引

き
続
き
積
極
的
に
参
加
し
、
国
際
交
流
を

通
し
て
多
く
の
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、
人

の
役
に
立
て
る
行
動
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

とある日の

岡村さんの1日

08：00 学校到着
8時45分の授業開始に向
け、準備を整えます。

06：00 起床

18：50 スクールバスで帰宅
バスの中でも英検合格に向けて勉強します！

08：45 授業開始
好きな教科は英語です！

学校へ行く支度をします。
今日も 1日

がんばります！

12：45 昼食
今日は「ワールドフェス
タ」！　オイスカ高校で
は、岡村さんも所属する
国際交流委員会が中心と
なり、さまざまな国の文
化を学び、体験する催し
を定期的に開催しており、
この日はベトナム料理が
ランチに登場しました。

16：00 部活動
午後の授業を終え、
インターアクト部へ！

右の写真は年次報告会の
様子。ロータリークラブ
の皆さんに一年間の活動
を発表しました。

さらに今年も３ .１１の
「チャリティーキャンド
ル」イベントに参加！
思いを込めてキャンドル
を灯したほか、復興支援
のための募金も実施しま
した。

岡村るなさんと私の最初の出会いは、
るなさんのインターアクト部の入部時で
す。同級生の入部数が少なかったことか
らか口数が少なく、当初るなさんには恥
ずかしがりやのイメージがありました。
そのため「この子は部活動が続けられる
のかしら」と少し心配をしていました。
　しかし、そんな心配は杞憂でした。る
なさんは、“人々のために取り組みたいこ

と” が明確です。そして企画・行動力もあります。２年生に
なり、先輩から部活動のバトンを引き継ぐことになったとき
には、快く部長を引き受けてくれました。現在は「眠ってい
る食品を誰かの笑顔に」の気持ちを持って、フードドライブ
の活動に取り組み、生徒や教職員にも熱く協力を呼び掛けて
います。研修旅行では、昨年11月の台風被害を受けたフィリ
ピンのバゴ研修センターを訪問。ネグロス島の被災状況に心
を痛め、帰国してから校内で募金活動に取り組みました。
４月から最高学年になりました。今まで培ってきた社会貢
献の気持ちを持ち続け、将来を切り開いていってくれること
を期待しています。

部員のみんなと
活動報告！

ゴイガーサラダとチリソースを
かけた美味しい唐揚げ♡

先生からひとこと

静
岡
県
浜
松
市
生
ま
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
。
国
際
交

流
に
興
味
を
持
ち
、
2
0
2
4
年
に
オ
イ
ス
カ
浜
松

国
際
高
校
に
入
学
。
趣
味
は
ギ
タ
ー
を
弾
く
こ
と
と
、

海
外
ド
ラ
マ
鑑
賞
。
将
来
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
仕
事

に
就
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
！

岡
村　

る
な
（
お
か
む
ら　

る
な
）
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歴
史
さ
ん
ぽ

オ
イ
ス
カ

フィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島

パ
マン
サ
ラ
ン
の
フィ
リ
ピ
ン
イ
ー
グ
ル
像

2000年頃

2026年

フィリピン・ミンダナオ島ディポロ
グ市の山の中にあるパマンサラン。
1980年代前半頃、かつて山に木がなか
ったこの集落に “とある日本人” が木
を植えはじめました。その後、多くの
日本人ボランティアがこの地を訪れ、
地域住民と共に植林に参加してきまし
た。今では、見渡す限り森になってい
ます。
　その “とある日本人” というのは、
本号TOPICで紹介した故池田廣志氏で
す。池田氏は1990年頃、集落のはずれ
に位置するオイスカ研修センターの敷
地に、このフィリピンイーグル像を建
てました。

　このイーグルは猿食いワシとも呼ば
れ、絶滅危惧種に指定されています。
池田氏は「この地に森が蘇り、多くの
生命が暮らす森になれば、それらを捕
食して生きるフィリピンイーグルも戻
ってきてくれるはず」と考え、イーグ
ルが森の上を旋回する日が来ることを
願って、この像を建てたのだそう。
　時代ごとに塗装し直され、色や模様
を変えながらも、パマンサランを訪れ
た多くの日本人の記憶に残っているイ
ーグル像は、今もこの集落の象徴のよ
うにたたずんでいます。いつか本物が
舞い戻るその日まで、この地で森の成
長を見守ってくれることでしょう。

写
真
か
ら
伝
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
に

フ
ォ
ー
カ
ス
！

本物のイーグルが
戻ってくる日を待っています！

1993年
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OISCA

レストラン

お餅

OISCA
お！ススメ

国内外のオイスカスタッフから、さまざまなジャンルの
「オススメ」を紹介します！

JAPANESE
PUB 2015年、富山県支部としての海岸林再生プロジェクト参加に向けた下見

の後、一人夜道をさまよって見つけた赤提灯。早速プロジェクト担当のＹ
部長に、「いいお店でした！」と共有。以来、全国からのボランティアは、
Ｙ部長が「迎賓館」と慕うこの店に連れていかれ、にぎわっているのだと
か。今は亡き親方からは、「第一発見者のおかげです」とお礼を言われたこ
とも。今年は何が何でも再訪します！

インドネシアの

（富山県支部　大江敏光）

しています。標高が高く、避暑地にもなっており、
ここを訪れる観光客にも人気があるようです。お店
の外観もパッケージもかなり日本を意識したデザイ
ンで、もちろん「ヤマ」は日本語の山。
　アジア各地に日本のお
餅に似たお菓子はありま
すが、現地でも「モチ」
と呼ばれているのはイン
ドネシアだけではないで
しょうか。いろいろなモ
チ、ぜひ味わってみてく
ださい！

　餅といえば日本の食べもののように思いますが、
実はインドネシア（の一部？）でも「モチ」は一般
的な食べ物のようです。オイスカの研修センターが
あるスカブミ県では、「餅」と漢字がデザインされた
「モチ」がお土産としても有名です。チョコなどの
ほかにも、ドリアンといったインドネシアならでは
のフレーバーも。かつてこの地にあった駐屯地にい
た日本兵が作り方を教えたのが始まりだとの話も伝
わっているのだそう。
　そして、写真でご紹介しているのが、もう一つの
研修センターがあるカランガニアル県のラウ山で発
見した「ヤマモチ」。オイスカはここで植林活動を

杜せきのした駅から
徒歩３分！

ボランティアの“迎賓館”「居酒屋竹灯り」
宮城県名取市杜せきのした1丁目8-30

黄色のモチは
ドリアン味！

海外事業部  中垣アダ
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第６給水所では、オイスカからのメンバーを含め約100名近いボランティア
スタッフが団結！　ランナーに賑やかな声援を送りました

「
富
士
山
の
森
づ
く
り
」活
動

今
年
も
ご
参
加

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

大
阪
マ
ラ
ソ
ン
2
0
2
6

今
年
も
応
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

EXPOで掲示したボードには、チャリティランナーの意気込みと
応援メッセージがたくさん！
　　　　　　　

笑顔で走り切りました！
　　　　　　　

　

虫
害
の
被
害
を
受
け
た
シ
ラ
ベ
人

工
林
を
、
多
様
性
豊
か
な
強
い
森
へ

と
再
生
す
る
「
富
士
山
の
森
づ
く

り
」
は
、
今
年
で
20
年
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
支
援
者
の

皆
さ
ま
と
共
に
植
栽
や
育
林
作
業
を

進
め
、
木
々
は
季
節
の
移
ろ
い
を
映

し
な
が
ら
順
調
に
生
長
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
台
風
や
大
雪
、
シ

カ
の
食
害
な
ど
か
ら
植
え
た
木
々
を

守
り
、
1
0
0
年
後
の
未
来
へ
富
士

山
の
森
を
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
は
、

ま
だ
多
く
の
人
の
手
が
必
要
で
す
。

今
年
も
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時

7
月
4
日（
土
）

9
時
半
〜
14
時
半
頃（
予
定
）

■
内
容　

獣
害
対
策
ネ
ッ
ト
補
修　

　
（
ネ
ッ
ト
の
ま
き
直
し
及
び
支
柱

　

交
換
）、
除
伐
な
ど

2
月
22
日
に
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
2
0

2
6
が
開
催
さ
れ
、
オ
イ
ス
カ
の
チ

ャ
リ
テ
ィ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
24
名
が

出
走
し
ま
し
た
。
オ
イ
ス
カ
は
2
0

1
4
年
か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
寄
附
先
団

体
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
で
11
度
目

の
参
加
で
す
。
近
年
は
、
雨
や
雪
に

見
舞
わ
れ
な
が
ら
の
レ
ー
ス
で
し
た

研修センター日記

3月15日、小春日和に開催された第１回「かがわマラソン」に、  
研修生やスタッフ、四国支部の会員約20余名がボランティアとし
て参加し、大いに盛り上がりました。今大会では、センターのある
綾川町が42.195㎞の折り返し地点となっています。全部で13ヵ所
設置されている給水所のうち４ヵ所が綾川町にあり、私たちの担当
は、その一つである第６給水所でした。
　当日は、スポーツドリンクや軽食を１万人超の選手にふるまいま
した。マラソンの様子はテレビで見ることはありましたが、最前で
選手を見る機会はあまりなく、とても興奮しました。競技会は大成
功に終わり、その運営者の一人として関わることができ、私にとっ
ても記念すべき一日となりました。（美馬）

Vol.5 四国研修センター

かがわマラソンのボランティアに参加！

が
、
今
年
は
日
中
の
気
温
が
20
℃
を

超
え
、
2
月
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の

暑
さ
に
。
朝
の
ス
タ
ー
ト
時
と
の
気

温
差
も
あ
り
、
ラ
ン
ナ
ー
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
懸
命

に
走
る
姿
に
、
沿
道
の
応
援
に
も
熱

が
入
り
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
大
会
事
務
局
に
よ
っ
て

と
り
ま
と
め
ら
れ
「
海
岸
林
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
支
援
と
な
り
ま

す
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
ン
ナ
ー
を
は
じ

め
、
寄
附
や
現
地
で
の
声
援
で
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

ランナーの皆さん
がんばって！
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ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

寄
附

新
会
員
の
紹
介

4
月
17
日
、
廣
瀬

兼
明
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
駐
在
代
表
が
、

ス
カ
ブ
ミ
研
修
セ

ン
タ
ー
に
赴
任
し

ま
し
た
。

海
外
赴
任

サ
ポ
ー
タ
ー
の
紹
介

2
0
2
5  

オ
イ
ス
カ
冬
募
金

〈
お
詫
び
〉

本
誌
3
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
2
0
2
5
オ
イ
ス
カ

冬
募
金
に
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
の
表
記
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　

誤　

●
久
和
進
（
福
岡
県
）
／
10
万
円

　

正　

●
久
和
進
（
富
山
県
）
／
10
万
円

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
は
次
の
通

り
。（
2
0
2
6
年
1
月
10
日
〜
3
月
31

日
ま
で
の
間
、本
部
登
録
済
分
。順
不
同
、

敬
称
略
）

■
維
持
法
人

【
静
岡
県
】株
式
会
社
エ
コ
レ
イ

■
維
持
個
人

【
徳
島
県
】岡
本
大
介【
福
岡
県
】秋
吉
尚

美
／
岡
野
早
都
子
／
小
川
富
恵

2
0
2
5
年
4
月
1
日
〜
2
0
2
6
年

3
月
31
日
ま
で
に
お
申
込
み
の
あ
っ
た

マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
は
次
の
通
り
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

【
愛
知
県
】中
島
苑
子【
富
山
県
】杉
本
仁

志【
島
根
県
】和
田
衛【
山
口
県
】久
行
菜

央
子【
福
岡
県
】大
神
朋
子
／
藤
原
眞
理

子

2
0
2
6
年
1
月
1
日
〜
2
月
28
日
ま

で
に
い
た
だ
い
た
寄
附
は
次
の
通
り
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

●
全
国
電
力
関
連
産
業
労
働
組
合
総
連

合
／「
子
供
の
森
」計
画
と
海
外
開
発
協

力
事
業
に
合
わ
せ
て
5
1
0
万
円

●
九
州
電
力
株
式
会
社
／
西
日
本
研
修

セ
ン
タ
ー
ワ
ン
コ
イ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
人
材
育
成
事
業
に

1
8
4
万
2
0
2
9
円

●
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
株
式
会
社
お
よ
び

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
ま
ご
こ
ろ
基
金
／
富

士
山
の
森
づ
く
り
に
1
0
0
万
円

●
株
式
会
社
エ
ム
ア
イ
シ
ー
グ
ル
ー
プ

／
海
外
開
発
協
力
事
業
に
1
0
0
万
円

●
九
州
電
力
労
働
組
合
／
海
外
開
発
協

力
事
業
に
1
0
0
万
円

●
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
労
働
組
合
／「
子

供
の
森
」計
画
に
75
万
円

●
ネ
ク
ス
タ
グ
ル
ー
プ（
ネ
ク
ス
タ
株

式
会
社
・
ネ
ク
ス
タ
パ
ッ
ケ
イ
株
式
会

社
・
ネ
ク
ス
タ
ラ
ッ
ピ
イ
株
式
会
社
・

ミ
ツ
ワ
紙
工
所
）／「
子
供
の
森
」計
画

と
海
外
開
発
協
力
事
業
と
人
材
育
成
事

業
に
合
わ
せ
て
50
万
7
0
1
8
円

●
リ
タ
・
マ
ー
ク
ス
株
式
会
社
／
海
外

開
発
協
力
事
業
に
34
万
8
9
0
0
円

●
九
州
電
力
労
働
組
合
宮
崎
支
部
／
海

外
開
発
協
力
事
業
と「
子
供
の
森
」計
画

に
合
わ
せ
て
20
万
円

●
株
式
会
社
平
成
興
業
／
海
外
開
発
協

力
事
業
に
25
万
1
4
0
0
円

●
株
式
会
社
岩
田
産
業
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
／
人
材
育
成
事
業
に
20

万
円

●
仙
台
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
／「
海

岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
25
万

2
6
4
5
円

●
北
電
産
業
株
式
会
社
／
啓
発
普
及
事

業
に
23
万
8
5
0
9
円

●
鈴
木
和
代（
東
京
都
）／
オ
イ
ス
カ
の

活
動
に
20
万
円

●
ホ
ッ
コ
ー
商
事
株
式
会
社
／
啓
発
普

及
事
業
に
17
万
1
0
9
7
円

●
住
友
化
学
労
働
組
合
／「
海
岸
林
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
16
万
3
1
7
5

円●
生
興
株
式
会
社
／「
子
供
の
森
」計
画

に
15
万
5
0
0
0
円

●
株
式
会
社
H
a
c
o
a
／「
子
供
の

森
」計
画
に
16
万
6
9
9
0
円

●
ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
パ
ー
ツ
株
式
会

社
九
州
北
部
統
括
支
社
／
西
日
本
研
修

セ
ン
タ
ー
ワ
ン
コ
イ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
人
材
育
成
事
業
に

12
万
3
2
3
8
円

●
山
本
哥
子（
福
岡
県
）／
人
材
育
成
事

業
に
10
万
円

●
池
田
浩
二（
岡
山
県
）／「
子
供
の
森
」

計
画
に
10
万
円

2
0
2
6
年
1
月
1
日
〜
1
月
31
日
ま

で
に「
2
0
2
5
オ
イ
ス
カ
冬
募
金
」に

い
た
だ
い
た
寄
附（
10
万
円
以
上
）は
次

の
通
り
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

●
株
式
会
社
m
a
r
u
i
c
h
i
／
40

万
円

●
森
田
克
彦（
秋
田
県
）／
20
万
円

アタリ

本誌掲載の記事・写真・イラスト
などの無断転載を禁じます。

今月の表紙写真

Photo by Hayashi Kumiko

 

洗剤のＣＭのように洗
濯物が並んでいるのが
気になってしまった。
洗濯機が普及していな
いこの村ではみんな川
で手洗いをしている。
このおうちのお母さん、
毎日頑張っているんだ
ろうなぁ。
（フィリピン・

ミンダナオ島）

TOPIC
訪日研修生
一番○○の国（仮）

7JULY
2026
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